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渡航計画の概要 Outline of the travel plan 
本渡航の目的は、World Sleep2025（以降、World Sleep）、17th International Congress 

of Physiological Anthropology(以降、ICPA)で研究成果を発表し、ipRGCへの光刺激のヒト概

日リズムの影響に関する知見を深めるための議論をすること、海外の研究者との交流および、

海外での研究生活に関する情報収集をすることである。 

World Sleepは、睡眠に関する最大規模の学会で、世界中から何千人もの研究者が参加す

る。今年はシンガポールで開催され、報告者は、９月５～８日にかけて、参加した。ICPAは、

９月９～12日にオランダで開催された、ヒトの生理機能に関する学会である。両学会は、概日

リズムを専門とする研究者が多く参加するため、自身の研究に関連する情報が得られることが

期待された。 

報告者は、ヒトを対象に、内因性光感受性網膜神経節細胞（intrinsically photosensitive 

retinal ganglion cell: ipRGC）を刺激する光に注目した研究を行っている。ipRGC刺激が異

なる睡眠中の光と睡眠の質との関係を、World Sleepで報告する。また、ICPAでは、周波数を

調整したipRGCへの光曝露による、光刺激後瞳孔反応への影響について報告することが、主な

計画概要である。 

 

成果 Outcome 
World Sleepでは、ポスター発表で、光条件設定や、社会実装などに関して意見をいただい

た。Circadian dysfunction in health and diseaseのScientific Programは、ヒト概日リズ

ムに関する最新の研究のレビューであった。加齢、季節と履歴効果、個人差などの観点から、

幅広く知識を得ることができたとともに、解析方法やデータの示し方から、自身の研究におけ

る、結果の解釈に活用できると考えられた。また、登壇者であ

る、スイスのChristian Cajochen先生は、ヒトでの光受容と概日

リズムの研究における第一人者のひとりである。今後、報告者が

研究しようとしている、色覚多様性少数者の光受容と概日リズム

への影響に関して議論したところ、照度などの光条件に関するア

ドバイスをいただいたとともに、ほとんど研究がされていない分

野であるが、必要性がある大事な研究だという意見をいただい

た。また、Cajochen先生の研究室で色覚多様性に関して研究して

いる博士課程の学生を紹介していただいた。今後、オンラインミ
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ーティングなどを通して情報交換をすることを提案いただき、さらに研究を深めていくスター

トになる機会を得た。 

ICPAのポスター発表では、データを正確に取得するための手法、測定機器、実験実施におけ

るプロトコル設計などに関して、議論することができた。得られた意見を、今後の実験に活か

していきたい。また、Dominika Kanikowska先生と、ヒト概日リズムと皮膚に関する論文作成

の打ち合わせをすることができた。報告者が担当することになっているグラフィカルパートに

ついて、これまでメールでのやり取りでは難しかった、詳細なニュアンスのすり合わせがで

き、方向性を定めることができた。これは論文完成に向けて大きな進捗になった。 

 

今後の展望 Prospects for the future 
今回得られた、光条件や測定手法などの意見をもとに、研究成果の論文化につなげる。また、

今後の実験のテーマ設計やプロトコル設計に活かしていく所存である。さらに、本渡航で出会

った研究者と今後も継続して連絡を取り、研究を進めていく予定である。特に、色覚多様性少

数者の概日リズムに関して、実験設計などの点で議論を深めたい。また、今回の経験を活かし、

今後も睡眠や概日リズムに関する国内外の学会に参加し、研究者との議論を通し、知識を深め

ていきたい。 

 

最後に、本渡航をご支援いただいた大学院教育支援機構（DoGS）に、心より感謝申し上げま

す。 

 


